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62.モモシンクイガの体眠性につし､て暮モモシンクイガに関する生態学的研究 節5報 符白正三
(弘前大学 凸学部 昆虫学教墨)32.9.16受理 _

刺 ヒおj:び北海道地方においてはモモシンクイ'ガの年間発生回数は普迅2回であるが,約20%のも′

のは1回の発生後直ちに休眠に入る. 突放結果によれば一般に幼虫期問における低温は休眠を誘導

し,苗配は不休眠を誘起する.上述のように1部のものの休航発育は早ければ8月上旬から, 多く

は8月中一下旬に開始されるが,この頃の気温は平均260前後で.これは本幼虫の発育を阻止する温

度外にある.したがってこの場合, 休托引こは温度条件以外に日長時間が比較的大きな要因として関/

迅するものと推定された.また幼虫の休眠発育は50前後の低温に1-3ケ月間接触させることによっ ,

て消去するが,その率は上の期間内では恒温接触期間の長さに応じて高くなることを知った･

弘前地方においては,幼虫態で地下に越冬したモモ

シンクイガは翌春6月中旬頃より羽化し,同下旬より

7月上旬にかけて羽化最盛期となや･また第2化成虫
は7月下旬-8月上旬に羽化し,8月中旬その穀盛期

に達する.しかし第1化成虫の初発期が常態よりずれ

て7月下旬-8月上旬に羽化すると,lこれによる幼虫

は年内に化EB,羽化しないで田ちに冬 (休眠)繭を形

成する.北海道地方においては弘前地方に掛 するより

も初発期が多少申くれるが,療1化成虫の発生経過は

短くなり,終期は早くなっている.しかしその斑盛期

は両地方においてほぼ同じで, 宮下ら】3)の9ヶ年にわ

たる調査結果によってみても,弟2化成虫の発生矧は
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弘前地方におけるのと大差ない.同氏らはモモシンク

イガのこのような発生型の2両性を決定する要因は環

境温度の高低にあることを指摘し,その後の多年にわ

たる広的な調査の結果14)本軽の発生密皮の多少と,5

月より8月にいたる平均気温の横井との問に正の相関

があり,7月の平均気組が17.90以下の年は全く第2

化成虫の出現をみないことを明かにした.

さて上のような発生の2両性を他言をもって表現すれ

ば,休航,不休眠幼虫の出現と環境条件との関係に帰

宕する.モモシンク)ガ幼虫が越冬後節1化成虫にい

たる経過は越冬場所における地温の変化,土域の水分

含虫などと密接に関連することはすでに前報5)におい

てのべたが, これによる新鮮化幼虫が果実に食入後の
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経過の遅速,ないしは休眠性と自然環矧こおける氾皮

の高低,日長時間などとの関係も決して過少評価でき

ないであろう.~従来多くの昆虫において明かにきれた

ところでは.多くの場合,低温短日は休眠を_誘起し,

苗温長日は不休眠を串くが,柾斑によってその間にお
のおの限界があり,休眠にあずかる氾Eだ.日長の限界

花田は一定していない･わたくLは 195511957年に

モモシンクイガの休眠性と出駄 目長時間との関係お

よび休眠消去にあずかる温班について実験を進め,そ

の間に抄とつの憤向をみたので報告する.

･実故の材料と方法

7
1.休眠誘符 銅盤において7)ンゴ (コウギコ,ク)の

粧累に産下された第1化成虫の卵および幼虫に対しつ

ぎのような処理を行った.

実験節~1:

1) 卵期にのみ高温 (23-260)で処理,後位氾 (15-

200)下で飼育 1 t
2) 卵掛,若令幼虫期に高温処理,後低温下で飼育

3) 卵籾,全幼虫財を通じて高温処理

4) 卵期,老令幼虫期に高温処塩 宕令幼虫期は低温
下で飼育

5) 卵期,全幼虫期を通じて低温処理

実験第2:-
1) 卵瓢 全幼虫期を通じて .15-200に接軌 1日の
.q明16時間で飼育

2) 同上,1日の照明0時間

3) 接触温度 22126,1日の照明16時間

4) 同上,1日の照明0時間

5)･接触温度300,1日の照明16時間
1

6)･同上 1日の照明:0時間 一

･実験第 3'.

1) 卵期および幼虫期の接触温度 10-150,1日の照
明時間卜0,4,8,ll,J12,13,14.15,16,20,24時

間

2) 接触温度 20-250,l田明時間の区別は 1)に同じ

･実験第1においては,1955年6月29El,I)ンゴ椎采

のつる売却または花止り部に産下された20卵を柾架と

ともに腰高シャーレ(8.5×7.5cm),にいれた.所定の

低温は常時放出させた水道水によってシャーレの外面

を冷却することにより,高温は全面透明ガラスの恒温

.出 (湿度 :75%)中にシャーレをいれて保った..この

実験では温度の好蟹をしるためのものであるから.症

夜によって特に光条件の調節を行わなかった.実験第

2における眺試卵数は前両様で,これに対する中間温

度おJ:び高温は恒温召別こより保ったが,他の取扱はす

ふこて実験第1と同じである.なお光条件の一様性を搾

つため,照明時以タは シャーレのタ1両をATCい厚紙で2

笠に包んだ.また光源として60W 召;球を用い,これ

を各区より等距芯に当る場所に装超した.実験前3は
i

甲虫で行った･卵数は10でこ叫を耗果とともに大型シ
ャーレ (12×3cm),または腰高シャーレに収容し,シ

ャーレの外面に氾エナメルをぬつて内部を培状怨とな

し,所定の,W明時間にしたがづてふた'をとり.柴田を

光に鍔出した.光群は机上に並思した材料よりおよそ

1,5mの場所につるした100Wf正球によった.実験前3

の低温処理は前同様の方法にUたがったが,糊聞中の~

暗室内の温皮は20一重○であつたから, この保温のた

めの手段はとらなかった.各実験においては,いずれ

も幼虫が貯化して果実に食入した後もそのまま食物の

外部よりおのおのの処理を行い,幼虫が果実より脱出

して営蔚完了後実験を打切った. この場合不休耽幼虫

は紡錘形の繭を.幅 眠幼虫はべん円形のそれを作るか
I

ら両者の区別は容いである.

2･休眠消去 材料ま網宝に畢いて,･主としてコウギ
ヨクより脱出首藤した節1化成虫および茄2化成虫に

A:る休眠幼虫を用いた.供試虫数は各20で,'シャーレ

(9×2cm)の底部に 0.5cm の厚さに土をいれ これ

を指で軽く圧してその上に冬繭を並列し,つぎの処理

を行った.繭円幼虫の死亡している場合は宙全体のふ

く/らみが少いか'･またはへん平となるから材料の採韻

に当ってはこの点に注意した.

調 区 l ･ 処 理 齢 珊

+第1化および節2化成虫 による休眠幼虫.他 は節 2
化成虫 のみによる休眠幼虫.
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Tablel'.comparisonofappea血gnumberoEthediapauseandnon･diapausecocoons

inthepeach fruitmoth,CaやOSL'naniponelWisWalsingham,rearedunderthe
naturalcondition.

mg posedfor16hours;4,keptto22-26oatld

12 3 4,51 23 456

Figll･A:ThepercentageoEdiapFuselarvae

(cocoons)-induced byexpo聖g to 15-200
aftersubjectedto23･260atvarlOtlSPeriods.
OrdinatesshowpercentofindiuiduaIs(solid
bar)andweightofasinile'cocoon (empty
bar)ineacllbatch.Abscissa●王ndicatestreaト
mentofmaterials.1,exposedto23･26odllr-
ingegg,stage;2,eggandyounglarvalstages;
3,egg,youngandmaturelarvalstages;∫4,
eggandmaturelarvalstages;5,untreated.
'B:The percentage ofdiapausecocoons
induced-underartificiallightwithdifferent

pllOtOper王odsof16and0I10urSperday. Or-
dinates-sho.wpercentofindividllal ndmbers

.(soliqbar)and weightof･､aSinglecocoon
(erhptybar).At;scissarepresentstreatment L
ofmaterials.1,kepHo15･200and exposed
tolightfor16hours;2,kebtto15120oatld
withoutexposure;3,keptto22-26oandex-
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witI10uteXpOSllre;5,kepHo300andexposed
for16hours;6,keptto300,andwitllOut
eXpOSllre･
∫

第1化成虫による休眠幼虫は1956年8月23日までに
冬繭を形成し.第2化成虫によるそれは9月下旬より

10月中旬にわたる約20日間に営繭したものである.こ

のきい営繭直後に振動を与えると,幼虫は繭から脱出

し再度の形成に日数を摩するので,休眠発育に入った

材料の整肺には少くとも上の期間が必要であった.な

お休眠の離脱およP:羽化の調査は各低温処理を終り,

250の垣温器中に移した後3ケ月間,2-3日おきに行

ったが,調査時以外はすべて暗条件に保たれた.

実 験 結 果

1･自然状態における休眠. 不休眠幼虫のわりあい

リンゴのコウギヨクおよびイワイ品種の未熟果約5000

こを網墨に放置し,第1化成虫により産卵きれたもの

からでた休,不休眠幼虫のわりあいをしらべた結果を

示すと第1表のとおrりである.

これによると両者のわりあいは年によ?て異なるが,

一般に不休眠個体の方が多く,2ヶ年の平均では約

2割が休眠幼虫となるにすぎない.

2･休眠率と低温接触期間 ー休眠誘串における実験弟

1の結果は第1図Aに示すとおりで,卵期.および全幼

山糊を通じて低温に接触したものは投も休眠率が高く,
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低温処理期間の短いものはど休眠率が低くなっていろ.

しかし産卵後幼虫の老黙すろまで砧由に抜放したもの

からも,実験温虻の粒田内ではいくぷん休眠間作を生

じた.なお全区にわたる調正をかくが,休眠幼虫の平

均休式は低温接触期間の長さにしたがって大となる較

向がみられる

3.休眠串と温度ならびに日長時間 弘皮と田明時間

とを糾合せた実験結果は節1図Bのとおりで, 低温短′

日は休眠率を高め,高温長日はそれを低下する械向が

ある.●しかしこの場合,照明時間は16時間で対照時間

が0時間であるから,休眠誘群に対する日長効果の限

界がはっきりしない.L'また低温 (15-200),16時間照

明区においては0時間におけるよりも休眠率が高く,

高温 (300)下でも低率ではあるが休眠個体を生じた.

したがつ七 このような筒中な組合せでは休眠に対する

温度,日長時間の限界およびその粧盃開床はつかめな

い.I
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Fig.2.Thepercentageofdiapaus占 cocoons
.Iinduced lュnder artific王alHghtも王(h various

●photoperiods. Ordinates,percentofindi-
.viduals(solidcircles)andweightofasing一e
cocoon(hollowbars)ineachbatch;ab-scissa,
durationoflightexposure.

■実験第3は以上の欠を祁うために行われたものであ

るが..その結果は第2図に示してある.まず低温(10一

事50)においては1日の照明14時間によづこ100%休眠

し, その前後に不規則に低くなっている. 一万20-

250では11時間照明によって奴も高い休眠率を示t/て

.いる.両者とも照明時間の長粒と休眠誘導率との間に

はあまりはっきりした曲緑をえがけないが,ある時間

を中心どしてその左右に休眠率が低下する偵向だけは

よみとれる.低温下の幼虫体重は著しく変化にとんで

いて.砧い休眠率を示した区の平均体式が必ずしも大

き'くならないが,20-250下の似合では休眠率の高低

節 ′22 巻-汀

と幼出陣式の乾式とはほぼ並行している.このさい処

理iB皮の相辺によって日長効果の転換点は只なるが,

おおよそ12時間前後とみてよいであろう.

- 4.休眠消去と温故 幼虫は休眠を離脱すると南外に

でて暫時田内を班かいし,吐締して新たに崩宙を作る.

したがって冬(幼)西よりの脱出の遅速,その軟などに

ょって休眠消去の目安をつけることができるが.とこ

では飼期間の長凪 羽化期間などの経過をiEiって,羽

化を完了した個体に?いて休眠消去率を求めた･なお

府,羽化虫数の不同は経過中の死亡によるものである.

まず実験第4の結果は第2表上段に示すとおりであ

るが.飼育中寄生菌によって全数死亡した区があって

各区を1-:様に取扱えない.しかしある程碇低温接触期

間の長短と休眠離脱の関係をうかがうことができる.

すなわち第1化成虫による幼虫は良夕日こ40-95日間放

田することにより.第二2化成虫によるものでは40-65

日間の放斑により休眠が破られる.このさい第1化,

第2化のちがいによる消去率の差はみられない.また

餌期間はいずれも員外放置期間の長い方が短いものよ

りもいくぶん長期にわたっているが,羽化期間は前者

においてわずかに早く煎っている.つまり低温接触期

間が長いほど休眠離脱後の経過が早く,羽化も斉一に

行われることになる.なお40日間の放置により幼虫は

'気温0.6-18.80に,55日で-3.2-18.80,65日で-4.

6-18.80,95日では-6.3-18.80に接触したことにな

るが,しかしここに示した鼓高,最低温班は伝日同一

ではないから多くのものは最高150前後,広既-30C

.前後の犯田内で経過してい'る.

/,o/

70

50

30

10
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:./ .
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I_.Ji ./
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Fig.3.Therelationbetweenthenumberof

adultsemergingat250(ordinate,●inpercen･
tage)atld theduration ofexposureat150
(absc王ssa,in days).

つぎに休眠幼虫を50に冷蔵した期間の長短と休航消

去率との関係を示すと節2表中段のとおりで. この場

合も経過中の死亡によ如､ずれも100%の羽化率をみ

るにいたらなかった.結果は前同様低温接触mr詞の長
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Table.2.ThentmberofmolllSemergedd叫ngincubationoEthreemonthsat250
afterkepttoJarioustemperaEllreSa･.differentperiods.

Treatment-' lperiodoEpupal､stage l Durationofadultemergence
Max.Min.Mean Number

Per
Max.Min.Mean Number cent

emerged

FlllCtuating
temperature
ofnet
house

lstbrood,40days
.ク ,65
ク ,95
Check●
2ndbrood,40days
ク ,55
ク ,65
Check●

14 4-̀10.5
14 7 12.2_

16 8 .10.7
12 10 11.0

14 10 12.0
10 2 5.5

23 3 13.4
14 6 10.0

5 25.0
4 J20.0
11 55.0

4 20.0
9 45.0
7 35.0

50

lらtbrood,･65days
ク ,95
ClleCk●
2ndbrood,25days
ク ;40
55
65
80
95

10 10 10.0

1
1
9
0
5
5

1
1
1

3
3
4
4

5
7
㍑
8

3
5
0
5
1

7
0
6
2

1
1
1

5 25.0

1
1
5
8
5
5
1
1

0
5
5
7

3
8
8
8

2
2
3
2

4
4
4
4

7▲
l
1

5.0
5.0
25.0
40.0
75.0
75.0･.

･2ndbrood,2°
ク .,50
Check4

8Rearedat25Ocontinuously.

いほど消去率が高く,その間にS字曲線がえがかれる:I

本実験においても第1化成虫による幼虫の休眠が弟2

北成虫によるもの弓こ比して,特に短期間の低温接触に

.よって破られるということはなかった.また鏑期間に

は80日処理を除き.低温期間の長矧こよる著しい差は

みられないが,羽化の存続期間は前回とやや異なり,

各区がほぼ同様に経過したはか,25日間の低温処理に

よ･り1頭の羽化をみとめた.

休眠消去とその温度範囲を検した実験第5の結果は

苅2表下段に示してあるが,この場合等生菌による幼

虫の死亡数が多く,､限界の判定は困難である.た●だ2

-50で羽化を完了する個体があるのに,それ以上の高

温iこおいては1頭も羽化しない点から,50前後の由皮

と休眠離脱とは何等かの関連性があるのではないかと

も考えられる. しかし同表上段に示すとおり,250に

継続飼育した.ものの中から1頭の醐 ヒがみられるので'

休眠消去の温度範囲は相当広いことになる.なおこの

幼虫が採用される前に苛過した野外気温は200前後で

ある.

考 察

昆虫の休眠現象は窮棒において神経系-内分泌系の

問題と考えられ,近時この方面における研究はめざま

しい進展を示したが,･また一方休眠性の決定にあずか

る内分泌系の活性,不活性化と関連する環境要因の解
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折も多くの昆虫について究明されている.温度,日長

時間のような年適期を示す条件が,休眠の年過期変化

と関係をもっことは周知のとおりである.モモシンク

イガ発生地‡削こおける従来の問題点は生息密度の低減

であって,この緑にそい当年の発生直前または発生中

の環境条件についてかなりはりさげた研究がなされた

が,発生予察の基礎段潜である休眠現象を解明した党

料には全くとばしい.モモシンクイガは年2化するの

を常態とするが,産卵期のおそい第1化成虫による幼

虫は2化しないでそのまま休眠に入る.その率は約20

%である.残る80%は2化して秋季除袋後の.)ンゴ果

実に食入する.したがって年による第 1化成虫による

幼虫の休眠率と2化したものの経過の項,不塀,いい

ふえれば第2化成虫による幼虫休眠の完了程度如何が

次年における発生密度を左右することになろう.実験

結果によれば低由,短日は休眠率を高め,.高温,長日

は不休眠を誘起するが,その間にはおのおの限界があ

る..

D王cksonandSanders3)およびDicksdnd)によれば,

光の欠除する中で発育するナシヒメシンクイガ助軸と

は休由するものはなく,日当照明時間が3時向以上に

なると休眠率は増加し, ㍑時間で100%に透し,13時

間になると急激に減少してほとんど0%にまで低下す

る. この場合日長効果は明かに幼虫の摂食期間中,
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two-phasereactionによって生産されるホルモンに

よってあらわれ.光によって誘申される phaseには

7-15時間の日当照明を要し.時男.による誘導 phase

には継続培時間11-16時間を宏するが,休眠の生起は

中間温皮 (240)で著しく,高 (260)抵(210)配はそ

の出現を防ぐ,近縁の codh'ngmoth 幼虫の休眠も

同様の条件において説明されるようである.その他ヨ

トウガは拓温 (260)に拭く低温 (18-200)によって

休眠が誘村きれるほか,高温 (240)においては9-12

相AJ.q明で100%, 低温 (170)では12時間で同率の休

眠餌を生産し,光週効果の転換点は14-15時間である

とされろ18･19).またヨトウガの休眠矧こ対する温度,

日長時間の相互作用は,中間温度 (201250),12時間

照明で投もよくあらわれる12.151..)ンゴハダニにおけ

る Lees'6･7,の一連の研究によれば, 本掛ま中間温度

(15ollfJ後), 日長6-13時間で休眠卵を生超し,低温

(loo)は長日でもある程度の休眠を等き, また高温
(250)においては日長時間が休矧こ好都合であっても

それが姐 1'られる.以上の詔例とモモシンクイガ幼虫

の場合とを田合する●と,低温(10-150)ではそれより

市況の場合よりも長日(14時間)において休眠偶作を増

加することは.)ンゴハダニに獄似し,中間氾虻 (20-

250),11時間照明で休眠率が大となることはナシヒメ

シンクイガに,日長効果の転換点の14-15時間はヨト

ウガに近い結果を示している.そして低温皮において

休眠率が不規則になっているのが異なる.しかし温度

のtd'底によらず,11時間旧明で相当数の休眠個体を生

じたこと, 反面201250,0時間照明でかなりの休眠

串を示したことなどから,起ちに休眠にあずかる温床.

日長時佃の僚先性を決定しかねる.

休眠消去の温度効果についても多数の研死がある.

!ヾツタの1位AusLroL'ceEesの卵は6-130で急速に休

眠を離脱し】),モンシロチョウの矧 ま-2-120に約2

ケ月間接触することにより9),'ヨドゥガの朗は自然状

腿では12月下旬頃までの温度に17),実験条件下では0

-120,特に50に50-60日間遭遇することにより休眠

は完了する10･16).またマイマイガの休眠脚ま0-200,

適温5-120で11).I)ンゴハダニの冬卵は150日間寒気

にさらきれると休眠が破られが ). モモシンクイガの

幼虫休眠は野外温皮(A-150)に40195日間放田され

ると破られ 50における冷域実験では処理期間 (25-

95日)の長さにしたがって休眠消去率が高くなる･そ

して AndrewarthaeJの指摘にまつまでもなく,わが

国においても正木9･10,ll)のモンシロチョウ, マイマイ

ガ,ヨトウガなどの研究において明示されたように,

その間にS字曲線がえがかれる.なおモモシンクイガ

では低温接触期間の長いほど羽化期間がいくぶん短縮

する憤向がある.つまり休眠消去が芳一に行われるよ

うである.数種の温度階級をもうけた実験では羽化餌

体数が少く極めて不充分であるが,50前後が休眠発育

完了の好況皮と'みられる. しかし前述のように250の

継続飼育によって1銃の羽化をみとめたから,休眠消

去には相当広拍な温皮が関与するものといいえよう.

つぎにモモシンクイガの第1化成虫による休眠幼虫と

井2化成虫のそれとの休眠離脱の温度範囲には特に盃

､はみとめられず,この点にかんする限りでは同一に取

扱って差支えないと考えられる.また両者の隆弘接触

の所要期間および後休眠発育期間にも差異はない.冒

下ら13)は本程の越冬繭形成の遅速と,次年における羽

化期の早晩との間には何等関連性をみとめないとのペ

ているが,これは今回のわたくしの実験結果を去むき

しているように思われる.同氏らによると当年におけ

る節2化成虫の発生は--Iと7月の平均気温の高低にか

かっているが,いま弘前地方を競準に第2化成虫出現

の可詑性を少しく考えてみたい.例年の節2化成虫の

初発期は7月下旬となっているが,第1化成虫による

幼虫休眠率の高低は,卵期より幼虫期を通じて迅過す

る低温期間の長矧こあるから,7月下旬以前の設暁温
一

皮の変化によって休眠率の大小が決定されることにな

･ろう.7月の月平均気温は平年においては250前後で

あるが,半句別では22-25.80を示すので,この点か

らすればほとんどのものは2化することになる.しか

し節夫はそうではない.これは発生由早い節 1化成虫

による卵および岩令幼虫は6月下旬-7月上,中旬の

温FB:に避退するからで,6月の平均は200.･半句別で

は18.1-21.30であって, この温度範囲におけるいく

ぷんかの休眠誘導効果を否定できない.北海道地方に

率いては,6月の平均気温は150前後となっているか

ら問題外として,7.月のそれが丁度弘前地方の6月下

旬頃の気温に当るから,7月の気温の変化 (200前後)

が著しく休眠にあずかることとなろう.しかし実際関

税として休眠誘導効果をもつ気温の変化が6-7月に

起つたとしても,それはまれであって,第1,その温
度犯田内では邦 1化成虫の活動性がにぶり,産卵が行

われない.したがってここに日長時間の長短が1要因

としてうかびあがってくるわけである.

弘前地方の日長時間は6月上旬でち13時間に達する

ことがあるが,この頃はまだ越冬幼虫の活動Jg]でそれ

が地中にあるから.邦 1化成曲C_i:る卵や幼虫が遭遇

する日長時間は6月下旬以降である.6月下旬には気

温_8200をこえ,日長も11時間を示すので･ この期間
にいくぷんかの休眠幼虫出現の可維性を生ずる.7月

に入ると気温は上昇して300前後となり, 日長は13時

間前後となるが,これは休眠生起の好適時間外である.
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ま'たヨトウガなどの例では300的役で全部が不作眠琉'

となる点から,モモシンクイガにおいてもこの期間の

休眠は例外とすべきであろう.弗1化成虫の出現がお

くれて7月下旬から8月上旬に発生したものによる幼

虫は,8月中旬以降の休眠誘導効果の充分な日長時間

(11時間前後)をうけるものと考えられる.事実.r第1

表の結果をみると,8月上旬調査の休眠率は低いが,

固下旬のそれはやや高くなっている.･7月下旬以疫に

産卵きれたものの幼虫が夏季の高温には触して発育が

嘩進され 年内に羽化するかもしれないという予廊 ま･-

日長時間という要因を考慮した場缶 蝉なる推岳は的

外れに陥る結果となろう.したがって春季における第

1弛成虫の発現が温度との関連のもらに琴速争生じた

場合,'.その幼虫が接触する温度と日長時間がそれぞれ

異なることとなり,､高温長日下のものは年2化し,遅

発成虫による幼虫は8月から9月にわたって発育する

が/この頃は気温の低下と日長時間の短縮によっては

とんどのものが休眠に入ることになろう.年による発

生塁の変動もひとつには本種の休眠性と環境条件の問

斑と考えられる.

モモシンクイガ幼虫の休眠は50前後の低温に40195

日間接触することによって消去する.11月中旬頃まで

に冬繭を形成して休眠に入った幼虫が,自然状態でこ､

の温度に遭遇するのは11月中旬以降であるから.多く

のものは12月下旬から1月中旬までに休眠発育を完了

することになる.この場合,第1化および第2化成虫

による幼虫間に休眠消去の男的な差異はみられないか

ら,これらは一様に翌春における発生源となろう･ま

た高温に現しかえ後の羽化期間にも雨着に大きなちが

いがないから,後休眠発育に対する温度条件が適当で

られば,春季における第1化成虫の羽化も両者におい

てはば同時に行われるものと考えられる.休眠完了後

の幼虫の発育は生息場所の諸条件に適応して遅速を生

ずるものと患われるが.わたくしの小実験によれば,

.春季の園地における幼虫の尭宵には裸地の地温の変化

が最も'Wましい.なお幼虫休眠の発育完了時期の間由

についてばさらに生理的万両から究明中である.

摘 要

1.本報においてはモモシシクイガの休眠性と環境一

条件について究明し,休眠性にもとづいて年に1化ま

たは2化する機構に,2,3の考察を加えた.

I2.幼虫の休眠は卵期または幼虫期における高温(23

260)に続く低温 (15-200)によbて誘導きれ 低温

接触期間の長いほど休眠率が高くなる.

3.休眠幼虫の平均体重には休眠率の高低に応じて

増滅する焼向がみられる.
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~4.位温 く101150)においては日当14時間照明によ/
り休眠率は虫高を示し,その前後に低くなる.また高

良(20125?)下では11時間照明により多数の休眠助由一

が出現し,15-24時照明でほとんど全部が不休眠幼虫

となる.1したがって日長効果の転換点は14-15時間とL

なる.

5･休眠幼虫を11月中旬-1月中旬まで野外の温度･

変化に放任し,後250に保詔するとまもなく成虫が羽

化する･ま̀た1-3ケ月間(25-95日,特に55-95日),

50に冷蔵後250に保讃きれた休眠幼虫も同様に羽化す

る.

6･休眠消去率は低温接触期間の長さに応じて増加

する.なお休眠時期の早晩と低温接触後における休眠

離脱の遅速との間には本質的なちがいはないようであ

る.

7･休眠消去における温度範囲は00前後から200前後

までであるが,適温は約50で,後休眠発育には250前

後の地温が寂も好ましいようである.
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Rもum占

＼ It王snow we一lknown thatthepeach fruit

moth,Catposl'nalZt't･OTletZS,.SWals王ngham,isone
Dfthe mostdestructivepestsofapplefruitin

Japan,espec王a17yinHokkaidoandnortherndist-

iictsofIIonsh1.-Thewormspassthewinterin

the larvalsやgeinatll王cksilkencoccoonllnder

megroup.d..Mothsbegintoappearinmid･Juzle

6fthef81low王ngyearinnorthernapple-growing

areas,and thefirstindividualsoftlleSecond

broodofmothsappearinlateJulyorh early

AugtlStbefore those.ofthe firstbrood have

ceasedtheiractivity,Sothatthereisadistinct

oVerlapp三mgoftllebroods.Asanexceptiontothe

generalru1ementionedabove,ifthe.firstemer-

genceoccurred dllringaboutear一yAu釘ISt,the

laⅣae of tllis moth immediately･enter tIleir

restingstageordiapallSedevelopment,andthis

conditioniscontinueduntilthefavorablecondi-

tionsretum. TIlisphenomeno-AistakenaSa

strongpresumptiveevidenceofthefactthatthe

spontaneousarrest'in developmentofthesaid

I'nsectisregardedasameansofsurvivingadverse

environmentalconditions･ Theexperimeptscon-

ductedinthepresentpaper,werecarried out

dllr王ng1955･1957inordertoascertaintheenviron一

mentalfactors influencing the inception and

terminationofthelaivaldiapauseinthepeach
fmitmoth.

ITheexperimentsconsistedofs王Xseries. The

･EirstserieswasdeS王gnedtofindtileeffectof15

1200aftertemperaturetreatmentsof231260under

tIleSamelightconditionontheindllCtion of

diapause.Thesecondandthirdseriesweretaken

fortheinfluencesofvariollStemPeratlユreS, h'ght

andcombinationofthosefactorsontheizICePtion

ofdiapause.ForthesepllrPOSeS10120eggs]a王d

bythefirstbroodmoth ontheimmaturefruits

ofJonathan applewereused,and observation

wascontinueduntiltheymadetheirowncocoon.

Inthiscase,Iitisseenfrom theform ofcocootl

whetherthey.enteredthediapausedeveloprnent
ornot.

Ontheotherhand,thefollrth,fifthands王Ⅹth

seriesweremadefortheterminationofdiapallSe.

Materialsusedwerediapausecoconsofthefirst

､andsecondbroodscollectedinthefallof1956

fromthenethouse.OEtheseinthefirstitem･i
eachgroupof20individualsofthe7arvaewas

reared 王n out-doorAfluctuating temperature of

variollSperiodsrangingfrom 0t0115days,･and

thenkeptat250,duritIgthreemonths.In the

･secot)ditem,eachgroupof20cocoonswas.ex･

posedinltial]ytolow temperatureof50during

thesameperiodasinthefirstexperiment,and

thenincubationat250followed . Thethirditem

wastestedforthestudyoftheinEluencetlPOn

thebreakingind王apauseatvarioustemperatllreS

rangingfrom･2to300.Forthisobjecteacl120

Cocoonswereexposedinthetemperaturesmen-

tionedaboveduring55days,andthenincubated

-at250. Intheseinstances,themoth emergenceoE

allbatcheswasobs占rvedduring threemonthS'

inctlbation.Moredetailsofeachseriesareshown

inaccompanyingFiguresandTable2.

Ascanbeseenfrom Fig1,itisclearthatthe

inceptionofdiapauseinthepeachfruitmoth oc-

curred with.thetreatmentat15･200afterkeep-

ingat231260invariousTarvalstages.Sofarasthe

presenttestsarelconcerneditisobservedthatthe

lor)gertheexposingtolowtemperaturethehJ'gher

the inducing peicentage ofdiapause.In th王s

case,thattheweightof thediapause larvae

becomesheavierwithlengthoflowtemperature

treatmehtsisalsoobserved.

TheinductiozlOfdiapallSeinthesaidinsectis

controlledbythetemperatllreanddailyexposllre

tolightduringthelarvalfeedingperiod.InI_he

keepingof一arvaeat10-150, thepercentageof
diapauSereachestotllemaXimllmexcepting80me

individuals,attileeXpOSllre.tO thelightfor

abollt14hoursperday. AS thephotoperiod

growslongerorshorterthan thishour,th8

percentageofdiapallSedropsgradually. Ⅰnthe

batchrearedat20･250,averysimilartendency

canbedrawnfrom thelarvaeexposedtothelight

forllhoursperday.TIleSefindingsledtlStOthe

ideathatthephototIer王odiceffectsarecallSed

a一ways in combination witlltheinflllenCe Of

temperature.From anotherpointofview,itwas

perceivedfrom thedataobtainedin thepresent

exper王mentthatthelimitofphotoperiodinduced

thelarvaldiapauserangingfrom 14to15hours,
becausethediapallSetllrnSitLBCOurSeandthen
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non-diapauselarvaeappearedingreatnumberin

Ions.dayh'ght.

･Weshall.now turntbtlleinfluenceoften-

t)eratureOntheterminationofdjapause.As will

beseeninTable2,whenthediapauselarvae

keptat250afterrearingintheout-doorfluctua-I

tingtemperatllrefrom mid･Novembertomid･

Janqaryofthefollowingyear,themoth emer･

genceoccuredinashorttime,Astothecomple-

tionofdiapauseinthecaseoflarvaeincubated

aト250afterexposingtotow temperatureof50

duriD.gPeriodfrom onetothreemムnths,they

arealsosusceptibletothetemperatuiewith this

range.Inbothhstances,thepercentageofrecovery

from diap号uSeincreased withthe le喝thening

oftreatmentatthelow temperature.Asshown

in Fig3,when thepercentageemergenceis

plottedagair･.stthedurationoflow temperature
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alypicalsigmoidcurve_iSSecuredbelweenthesQ

lwo 王tems.No noticeabledifferenceappeared

between thefirstbroodandsecワndoneinthe

progress ofdiapausebreaking･

Finally,anobservationwasmadeinthebatch

keptcontinuollSlyinthevarioustemperaturesof

･2,0,2,5,17,20,25and30oduTing55days

respectively,andthenconfinedat250forthree

months.Itshould beconsideredfrom Table2

thatalthough temperaturesofaboutO･200arethe

rangerequiriD_gtheterminationofdiapause,abotit

50isthemostfavorableconditionfortheending

ofit.However,rapidmorpI1010gicaldevelopment

mayoccuratabout250.Ⅰtistobedeeplyregret･

tedthattnfortunatelyahigh mortalityoflarvae

appearedbecauseoffungollSOrbacterialdiseasesl
inthe presentexperimentalcourse.
＼

A Correction ofA PreviotlBReportConcerningJnseclicidc･rcSistancPinD,vsophz'la･
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63･ショウジヨウバ土の殺虫剤抵抗性につし､ての前報の訂正 広吉罪樹 (大阪大学理学部迫伝学
研究室)32.10.29 受理

本誌20巻109頁の"キイtJショウジョウバエの殺虫剤抵抗性とFe含有虫とのBg迎性についで'の著者

の論文の結論はその後の天険の結果..誤りであることが判ったのでこ にゝ訂正する.

ByestimatingtlleCOntentOfironinadultflies

ofvariousstrainsofDrosoPhilamelanogaster,

theauthorreportedthefo一lowingconclusionsin

apreviouspaper(Hiroioshi,T.,1955.Thecor-

relation betweenresistance toiふsecticiaeSatld

Fe-contentinDrosophilamelanogasLel･.Bolyu-

Kagaku,20,109),viz･,first,fliesresistaptto

-insecticides sucllaSDDT,BHC Ftc.,always
containedmoreironthantl10SeOfnon.resistant

flies;second,thegreatercontentofironinthe

resistantfliesseemedtobecontrol一edbyadomi･

nantgeneforresistancelocatedontherightarm

ofthesecらndchromosome. .

However,furtherexper享mentsconducted by

theauthorhaverevealedthattlleironcontentof

theLl王es王snotsogreatasitlla50r王ginallybeen

378

reported,andthattheclear-cllt､correlationbe†

tweenthelevelofresistatlCeioinseci王cidesand

血eironcontentofthefliesdoesnotreal一yexist.

Furthermore,theauthoriscompelledtobelieve

thattheerroneousoutcomereportedin thepre-

viouspaperiSduetoanintentionaltrick made

bya!eclmicalassistant.whohelped in theori-

'ginal investigation. Recently,Iasitw五sfollnd

thattheassistantwasapsychopathia,hewas

removedfromthe】aboratory.

Forthisreason,theauthorwishesto rescind

theresultsreported inthepreviouspaperand

z･equeststhatthoseresultsarenotto becited

hereafter,andllefurtherwishestoexpresshis

apologyforthisregrettableoccurrence.


